
“Adipokines: Innocent Bystanders or Major Players in Insulin Sensitivity and the Matabolic Syndrome?”
Philipp E. Scherer, PhD

Professor, Departments of Cell Biology and Medicine, Division of Endocrinology,
Diabetes, Research and Training Center, Albert Einstein College of Medicine

休　憩 16：42～17：00

特別講演 Ⅱ 17：00～18：00
座長：門脇　孝（東京大学 大学院医学系研究科 糖尿病・代謝内科）

分子糖尿病学研究奨励賞　発表／授与 18：00～18：05
大澤春彦（愛媛大学 大学院医学系研究科 分子遺伝制御内科学）

閉会の辞 18：05～18：10
小川　渉 (神戸大学 大学院医学系研究科 糖尿病代謝・消化器・腎臓内科学)
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●交通機関のご案内

■鉄道をご利用の場合

●伊予鉄高浜線大手町駅より徒歩7分
●伊予鉄高浜線松山市駅より徒歩10分
●JR松山駅より徒歩10分

■飛行機をご利用の場合

●松山空港より車で15分／バスで15分（リムジンバスJR松山駅
下車）

第18回分子糖尿病学シンポジウム
プログラム

会　　期 2006年12月9日（土）
9：15～18：10

会　　場 松山市総合コミュニティーセンターキャメリアホール
〒790-0012  愛媛県松山市湊町 7-5
TEL：089-921-8222

代表世話人 大 澤　春 彦
（愛媛大学大学院医学系研究科 分子遺伝制御内科学）

共　　催 分子糖尿病学研究会
ノボノルディスクファーマ株式会社

後　　援 日本糖尿病学会

※会場内でのカメラ・ビデオによる撮影は厳禁です。ご協力お願い致します。

19．肝臓からの神経シグナルがエネルギー消費と個体のインスリン感受性を調節する
東北大学大学院医学系研究科 内科病態学講座 分子代謝病態学分野1、
東北大学大学院医学系研究科附属創生応用医学研究センター再生治療開発分野2

山田哲也1、片桐秀樹2、宇野健司1, 2、石垣　泰1、鈴木　進1、岡　芳知1

20．PPARβ/δ ligandの抗動脈硬化作用とそのメカニズムの検討
愛媛大学大学院医学系研究科分子遺伝制御内科学
高田康徳、柱本　満、西田　亙、大澤春彦、牧野英一
University of California, Los Angeles 糖尿病高血圧部門、Willa A Hsueh

21．高濃度アディポネクチン血症の寿命に及ぼす影響について
久留米大学内科学　内分泌代謝内科学部門
小田辺　修一、原　暁紅、福谷知香、和田暢彦、橋永俊彦、廣田有俊、中山ひとみ、中山　聡、山田　研太郎

22．AdipoR1・R2はアディポネクチンの特異的結合・血糖降下作用に必須であり、AdipoR1・R2ダブル欠損マウスはインスリン
抵抗性・耐糖能障害を呈する
東京大学大学院医学系研究科　糖尿病・代謝内科
仁尾泰徳、山内敏正、窪田直人、羽田裕亮、岩部真人、岩部美紀、粟澤元晴、高本偉碩、戸辺一之、植木　浩二郎、門脇　孝

セクション5 15：50～16：42
座長：小川　渉（神戸大学 大学院医学系研究科 糖尿病代謝・消化器・腎臓内科学）






